
問：シャンプーの商品名をいくつ言えますか？

人が普通、ある商品分野に対して記憶にとどま

るのは３つぐらいまでで、その３つに入るまで広

告をうたないと広告の意味があまりないとのこと

です。シャンプーのブランドは８００以上あるらし

いのですが、なるほど、私も３つぐらいしか思い

当たりませんでした。

わが国全体の広告費は、平成１３年で６兆円もの

規模であり、それだけ「知ってもらうこと」を企

業が重要視しているのだと思います。ただし、単

純にTVや雑誌のCMだけが効果的なのではなく、

パブリシティ広告をはじめ、ネット媒体ではア

フィリエイトプログラムなど、効率よく商品を

知ってもらうべく、多様な手段、媒体を駆使し工

夫しています。

もちろん、話題になる広告を作っても、商品名

を覚えてもらっても、その商品を買うかどうかは

別です。さらにその商品自体に魅力がなければ継

続して購入しないですから、広告の知名度と売上

の向上が必ずしも結びつかない場合もあるため、

広告の効果測定というのはなかなか難しいようで

す。

企業であれば、広告であれ研究開発であれ、利

益への貢献が最終的指標となりえますが、行政施

策の効果測定はというと、政策の客観的評価、特

に研究の評価というのは、長期的な視点でその成

果をどう判断するべきか、専門的な内容になれば

なるほど判断できる人も限られてくるために難し

いものです。しかし、みなさまに広く理解してい

ただき幅広く評価を得られれば、よりバランスの

取れた政策や研究につながるのではないかと考え

ます。そのためには、まず広く知っていただくこ

とがやはり必要です。当所のホームページ（http：

／／www.iptp.go.jp／）ではアンケートの実施も行っ

ておりますので、是非ご覧いただき、当所の研究

活動等についてもあわせて叱咤いただければ幸い

です。

小 径

「たった３つ」
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